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第５回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 星野雅彦は、令和５年１０月２５日、午前９時３０分、農業委

員を足利市役所に召集し、第５回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 入江泰三   ２ 仲江川 昇   ３ 岡田稔男 

  ４    ５ 今泉文子   ６  

  ７ 桐生さとみ   ８ 亀田幸雄  ９ 星野雅彦 

１０ 岡村奏一 １１ 岩下 健 １２ 本島一喜 

１３ 田島哲夫 １４ 齋藤 幹 １５ 清水 茂 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

春山和美、松﨑茂夫、杉江豊子、長竹武男、川田 博、岩本仙太郎、田名網 修、 

増田隆夫、関口孝雄、岡部芳男、江原正司、伊藤惠一、吉岡春枝、岡田哲也、 

長谷川恭正、山根常夫、小林重雄、鴇田哲也、河内正夫 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

局長 安西 健、次長 河内 厚、主幹 原島一晃、主査 齋藤秀樹、主任 大賀 俊 

１ 書記は、次のとおりである。 

主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

(議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１３名でございます。 

欠席委員は４番 蓼沼委員、６番 森山委員でございます。 

推進委員の出席は１９名でございます。 

なお、推進委員の皆さんは農業委員会等に関する法律第２９条により担当

地区の農地等の最適化の推進について意見を述べることができます。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長 

専決処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第４号までについて 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 
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議案第３号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第４号 農用地利用集積計画一括方式（農地中間管理事業）の 

決定について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１３名で定足数に達して

おりますので、これより第５回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午前９時３４分 開会】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定についてを議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

５番 今泉委員、１２番 本島委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決

処理につきましてご説明いたします。議案書の１ページをお開き下さい。 

本件は、市街化区域内にある農地を、農地以外に転用するため、農業委員会

あてに届出がなされたものにつきまして、報告するものです。本日ご報告する

ものは、令和５年９月１１日から、１０月１０日までに届出があったものでご

ざいます。 

それでは届出の概要について説明いたします。１ページの総括表をご覧く

ださい。 

はじめに、農地法第４条です。第４条は、農地の所有者自らが転用する場合

の手続きでございます。今月の届出受理は、件数が２件、筆数が４筆、面積が

３，２１７．４６㎡です。 

続いて、農地法第５条です。第５条は、農地の所有者以外の者が農地を取得、

または借り受けるなどして転用する場合の手続きでございます。今月の届出

受理は、件数が１０件、筆数が１１筆、面積が２，６７７㎡です。 

合計いたしまして、件数が１２件、筆数が１５筆、面積が５，８９４．４６

㎡です。 

第４条届出の詳細を２ページに掲載しております。また、第５条届出の詳細

を３ページから５ページまでに掲載しております。この中で、４ページでござ

いますが、第５条届出の６番、７番をご覧ください。左から２列目、権利の欄

に「共有物分割」と記載してございます。この「共有物分割」について、ご承

知いただいている委員もいらっしゃるとは思いますが、あまり聞きなじみが
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ないと思われますので、どのようなものなのか、仕組みを簡単にご説明させて

いただきます。 

モニターをご覧ください。現在、甲さん、乙さんの２人が農地を共有してい

ます。持分がそれぞれ、２分の１ずつとなっています。甲さん、乙さんの持分

は、農地の特定の場所にかかっているものではありません。農地全体に、２分

の１ずつ権利がある状態です。このままでは、例えば甲さんが農地を売りた

い、転用したいと思っても、乙さんの同意がないとできません。この時点では、

甲さん単独で農地を処分することができない状態です。 

こうした状態は非常に不便であり、共有者がそれぞれ違った考えでいると、

土地の有効活用ができず、農地であれば遊休農地になってしまう可能性が非

常に高いと言えます。それを解消するための方法のひとつとして、共有物分割

という方法があります。 

共有物分割をするにはまず、農地の分筆を行います。モニターの例ですと、

１２－１番と１２－２番に分筆しています。分筆をした段階では、単に農地が

２筆になっただけであり、どちらの土地も、甲さん、乙さんが２分の１ずつ共

有していることに変わりはありません。 

そこで、１２－１番の乙さんの持分と、１２－２番の甲さんの持分を、お互

いに交換します。そうしますと、１２－１番は甲さんのみ、１２－２番は乙さ

んのみが所有し、それぞれ単独で農地を所有することができました。 

共有物分割は、交換と似ていますが、交換に比べて税制上のメリットがあり

ます。なお、共有地でない土地は、共有物分割を行うことができません。 

共有物分割しようとする土地が農地である場合は、農地法第３条の許可、ま

たは第５条の許可・届出が必要となります。 

議案書４ページ、６番７番の例では、２人の共有地があり、持分はそれぞれ

１０分の７と、１０分の３です。今回第５条の届出をすることによって、１人

は番号６の土地を単独で所有し、もう１人は番号７の土地を単独で所有する

こととなります。また、両者とも第５条届出でありますので、農地転用を行い、

駐車場として利用することとなります。 

共有物分割がどのような行為か、説明は以上でございます。 

この他の案件、個別の内容については、説明を省略させていただきますが、

ご不明なところ、疑問点、ご質問等ありましたらご発言いただきますようお願

いいたします。説明は以上です。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 
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議案書の６ページをお開きください。 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についてご説明いたしま

す。 

申請番号１番です。申請地は小俣町にあります畑、１筆、面積は２１７㎡で

す。契約及び権利の内容は、売買による所有権の移転です。譲渡理由は、高齢

であり、離農するため手離したい、というものです。譲受理由は、住居から近

く耕作しやすいため取得したい、というものです。譲受人の現在の耕作面積は

５，３６８㎡であり、本申請地を取得した後の耕作面積は、５，５８５㎡とな

ります。 

議案書の８３ページをお開きください。本件の調査書でございます。各項目

のうち、第２項第１号、第４号、第６号、以上３項目についてすべて「適」と

なっております。第１号の全部効率利用要件につきましては、譲受人が所有す

る農業用機械の状況、農作業に従事する者の数からみて、耕作すべき全ての農

地を効率的に利用することが必要です。本件の譲受人につきましては、近隣の

自作地において耕作を行っていることから、要件を満たすものと考えられま

す。続きまして、第４号の常時従事要件ですが、これは、譲受人が農地の取得

後に、必要な農作業に常時従事すると認められることが必要です。常時従事と

は、一般的に年間１５０日以上従事することとされております。本件の譲受人

は、１５０日従事する予定であり、要件を満たすものと考えられます。続きま

して、第６号の地域調和要件ですが、本申請地は山あいの中山間地域にあり、

県道と山の間の集落内にある、比較的生産性の低い農地です。圃場整備等の農

地整備は行われておらず、申請地周辺において集積・集約への影響はないもの

と考えられます。以上、３つの要件はすべて「適」となり、他の項目につきま

しては適用がございません。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

３条許可申請は以上です。ご審議をよろしくお願いいたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

２番 仲江川委員。 

２番 仲江川です。 

調査の結果を報告いたします。 

資料の８３ページをご覧下さい。 

調査年月日は令和５年１０月１７日、火曜日、午前９時から、調査班は清水

委員を班長といたしまして、亀田委員、岡村委員、桐生職務代理、私の５名で

調査を行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については事務局から説明がありましたので

省略いたします。 

今回の調査は、農地法第３条許可申請に伴い申請地１筆の確認を行ったも

のであります。譲受人の自作地については申請地に近接しており、すべて適正

に耕作がなされていることを調査時に併せて確認しました。 
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なお、申請地は譲受人の自宅に近接しており、営農する他の農地の耕作状

況、水路や道路等の状況から、周辺地域の農地集積への影響はないものと考え

られることを、調査班が確認、判断しております。 

また、別紙調査書に基づき、許可基準の要件を満たしていることを確認した

ため、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、地区推進委員から意見等ございます

か。 

特にございません。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号はそのように決定いたしました。 

続いて議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを

議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明

いたします。 

１０月の５条許可申請件数は計８件で、太陽光発電設備が３件、一般住宅が

４件、駐車場及び境内地が１件となっております。議案書７ページから９ペー

ジの一覧表及び議案書後半の個別の調査書を見ながらご説明いたします 

１番、申請地は大沼田町地内の田、５筆 計２，９４３㎡となっています。 

転用の用途は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル６５０枚を設置し

ようとするもので、申請事由は記載のとおりとなっております。 

契約内容は所有権移転 売買、農地区分は、第２種農地に区分されます。 

議案書の８５ページをお開きください。調査書となっており、許可にあたっ

ての判断項目を載せておりますが、各項目とも適正なものと判断しておりま

す。 

モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書の７ページにお戻りください。申請番号１番の備考の欄をご覧くだ

さい。 

都市計画法の開発許可を要さない案件となっており、本市の再生可能エネ

ルギー条例の確認が済んでいることを確認しています。 

続きまして、２番、名草中町地内の畑、１筆、３９６㎡となっています。転

用の用途は一般住宅用地で、申請事由は記載のとおりとなっております。 

契約内容は使用貸借権の設定、農地区分は第２種農地となっています。議案

書の９２ページをお開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しております。 
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モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書の７ページにお戻りいただき、申請番号２番の備考欄をご覧くださ

い。 

貸人、借人の関係は記載のとおりで、併せて都市計画法の開発許可の申請が

同時に申請されています。 

続きまして、議案書８ページ、申請番号３をご覧ください。 

３番、申請地は大沼田町地内の田、１筆、８０３㎡となっています。転用の

用途は太陽光発電設備用地で、太陽発電パネル１３０枚を設置しようとする

もので、申請事由は記載のとおりとなっております。 

契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地です。 

議案書の９３ページをお開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しています。   

モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書８ページ、申請番号３番の備考欄をご確認ください。各基準は先ほど

の申請番号１番と同様になっています。 

続きまして議案書８ページの４番をご覧ください。 

４番、申請地は奥戸町地内の畑、２筆、計９９８．２１㎡となっています。

転用の用途は太陽光発電設備用地で、太陽発電パネル５２８枚を設置しよう

とするもので、申請事由は記載のとおりとなっております。 

契約内容は賃貸借権の設定、農地区分は第２種農地です。 

議案書の９４ページをお開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しています。 

モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書８ページ、申請番号４番の備考欄をご確認ください。各基準は先ほど

の申請番号３番と同様になっています。 

５番、申請地は松田町地内の田２筆、畑２筆、計１，８６２㎡となっていま

す。転用の用途は駐車場及び境内地で、申請内容は記載のとおりです。契約内

容は所有権移転の寄附、農地区分は第２種農地です。議案書の９５ページをお

開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しています。 

モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書８ページの申請番号５番の備考欄をご覧ください。 都市計画法の

開発許可を要さない案件となっています。 

続きまして、議案書９ページの６番をご覧ください。 

６番、申請地は堀込町地内の田、１筆、４０４㎡となっています。転用の用

途は、一般住宅用地で、申請内容は記載のとおりです。 

契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。議案書の９６ペ

ージをお開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しております。 
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モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書９ページにお戻りください。申請番号６番の備考欄をご覧ください。

都市計画法の開発許可の申請が同時に申請されています。 

続きまして、議案書９ページの７番をご覧ください。 

７番、申請地は島田町地内の畑、１筆、４０６㎡となっています。転用の用

途は、一般住宅用地で、申請内容は記載のとおりです。 

契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第１種農地です。議案書の９７ペ

ージをお開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しております。 

モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書９ページにお戻りください。申請番号７番の備考欄をご覧ください。 

都市計画法の開発許可の申請が同時に申請されています。 

続きまして、議案書９ページの８番をご覧ください。 

８番、申請地は島田町地内の畑、１筆、３８７㎡となっています。転用の用

途は、一般住宅用地で、申請内容は記載のとおりです。 

契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第１種農地です。議案書の９８ 

ページをお開きください。 

調査書の各項目とも適正なものと判断しております。 

モニターをご覧ください。現地の様子はご覧のとおりです。 

議案書９ページにお戻りください。申請番号８番の備考欄をご覧ください。 

都市計画法の開発許可の申請が同時に申請されています。 

以上、５条許可の審議案件、合計８件でございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１０番 岡村委員。 

１０番 岡村です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の８４ページをご覧下さい。 

調査年月日、調査班は、議案第１号と同様です。調査対象、契約内容、申請

理由については、事務局から説明がありましたので省略いたします。 

今回、５条許可申請について、申請地の現地確認と申請人出席の下、調査聞

き取りを行いました。 

本件は、申請人である東京都に所在する法人が太陽光発電をするため、申請

地を譲り受け、太陽光発電設備を設置したいというものです。 

日照に支障がなく、東京電力の電力網に空きがあるなどの条件により複数

の候補地を検討した結果、本申請地が適地とのことでした。 

転用にかかる費用は、すべて融資でまかないます。申請地の間に存在する官

地は、一部を払い下げ手続き済み、一部は電線埋設のため使用許可を得ている
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ことを確認しています。 

申請地に一部高低差がありますが、段差を残したまま転圧し、砕石及び防草

シートを敷く計画で、メンテナンスのため申請代理人が年４回程度草刈りを

実施する予定とのことです。 

現地には、公図上にはない現況機能を有する水路がありますが、水路は残し

たままとし、また周辺農地の所有者へも事業計画について既に説明を行って

いることから、周辺農地への影響はないものと判断しています。 

結論として、申請地は大沼田町内の第２種農地であり、申請者の実情から転

用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることから、調査

班としては許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、地区推進委員から意見等ありました

らお願いします。 

ありません。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番から８番までを上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

３番 岡田委員。 

３番 岡田です。 

今回の案件にも関連いたしますが、最近、太陽光発電の申請者が、今回でも

●●の申請者が２件、○○の申請者が１件というように、地元の方ではなく遠

くの方の申請が増えてきているような感じがいたします。 

そこで事務局で受付をする際に、太陽光は一般的に２０年くらい設置され

ると思うのですが、その間の管理について、地元に迷惑が掛からないようにと

いう指導をしていただけたらありがたいと思いますがいかがでしょうか。 

ご意見ありがとうございます。 

許可申請にあたりましては周辺農地への影響がないことということで、メ

ンテナンスであったり、草刈りなどをしていただくということで確認はして

いるところであります。 

今度も同様に申請者に対しお願いをしていきたいと思います。 

●●から来るとは思えませんので 誰が管理するのか確認してほしいと思

います。 

申請番号１番につきましては、●●の法人が管理いたします。複数の設備管

理のため、こちらまで来るとのことです。 

よろしいですか。 
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１３番 田島委員。 

１３番 田島です。 

千葉県内で設置された太陽光パネルが、台風により完全水没したという事

案がありました。その時に近隣の方々はパネルからバチバチという音がして

怖くて仕方がなくて、どこに連絡したらいいかわからないという事例もあり

ましたので、足利においても今後いつどのような災害が起こるかわからない

ので、その時の対応をどうするか検討していただきたい。 

現在、多くの申請をしていただいている内容で、経済産業省のＦＩＴの認定

を受けているケースがございまして、簡単に説明させていただくと２０年間

は買取単価を固定して確実に買取しますという国の制度で、皆様の電気代で

もその一部を負担していただいている状況でございます。その認定を使う場

合は、設備周囲のフェンスに事業者名と連絡先を掲示することになっており

ます。掲示されていればそちらに連絡をいただくのが一番で、ＦＩＴの認定を

受けていないケースも出てまいりまして、そうなると掲示板の義務が生じな

いので、新電力に売るという方については、農地法の許可とは関係ありません

が、掲示についてどうするのか確認してまいりたいと思います。 

○○からだと時間がかかりますので、迅速に対応できるようお願いいたし

ます。 

所管する部署に伝えたいと思います。 

よろしいですか。 

はい。 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 ２番から８番まではそのように決定いたし

ました。 

続いて議案第３号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。 

１１ページをご覧ください。改正前の農業経営基盤強化促進法に基づく利

用権の設定及び移転の総括表です。 

貸借権設定についてですが、件数が１７件、３０筆、面積が５３，０６４㎡

です。 

詳細につきましては、１２ページから１５ページまでに掲載しております。 

審議の後、承認をいただきましたら、１０月３１日付けで公告の手続きを行

う予定です。よろしくお願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号はそのように決定いたしました。 

続いて議案第４号 農用地利用集積計画一括方式（農地中間管理事業）の決

定についてを議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案第４号 農用地利用集積計画一括方式（農地中間管理事業）の決定につ

いて、ご説明いたします。 

１７ページをご覧ください。改正前の農地中間管理事業法に基づく賃貸借

設定になります。先月ご承認いただきました、百頭・県地区圃場整備事業区域

内の賃貸借設定のものになります。件数が１０件、１３筆、面積が１２，０９

７㎡です。 

詳細につきましては、１８ページから２１ページまでに掲載しております。 

審議の後、承認をいただきましたら、１０月３１日付けで公告の手続きを行

う予定です。よろしくお願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号はそのように決定いたしました。 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

続いて 報告事項 農地所有適格法人の報告について及び非農地証明願の

処理経過について事務局の報告を求めます。 

議案書の２２ページをお開きください。 

報告事項 農地所有適格法人の報告について、ご説明いたします。 

今回、株式会社◎◎ 代表取締役 △△氏より報告書の提出がありました。 

農地所有適格法人として認められるには、４つの要件を満たしているかど

うかを確認することになります。 

まず１つ目は法人形態要件としまして、株式会社でかつ非公開であること

から、この要件は満たしております。 

２つ目は事業要件といたしまして、法人の主たる事業の農業が売上高の過

半であるかどうかですが、本法人は農業のみで米、麦、ネギの売上高が１０

０％となっておりますので、要件を満たしております。 

３つ目が構成員要件となりまして、総株主の議決権の過半が常時従事者で

あるかどうかであり、代表取締役である△△氏が、常時従事者であることか

ら、要件を満たしております。 

最後に、役員要件といたしまして理事等の過半が農業へ年間１５０日以上

従事、役員または重要な使用人１人以上が農作業へ年間６０日以上従事して

いるかどうかで、こちらの法人は役員が１名で、代表取締役である△△氏が 

２５０日以上従事していることから、要件を満たしております。 
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以上、報告いたします。 

続いて、非農地証明願の処理経過について、ご説明いたします。 

申請番号１番です。申請地は葉鹿町にあります田、２筆で、面積の合計は 

３５．３８㎡です。願出の理由は、平成６年頃に、当時の土地を借り受けてい

た者が無断でコンクリートを打設して駐車場として利用を始め、以後もコン

クリートが撤去されないままであるため、是正をしたい、というものでありま

す。 

申請受付日は令和５年９月１１日、処理日は９月２１日です。現地確認は入

江委員と事務局で行っております。 

本件につきましては、非農地証明の交付基準のうち、人為的な転用行為が行

われてから２０年以上経過しており、かつ農地への復元が容易ではないと認

められる場合、に該当するものでございます。非農地証明が交付された農地に

つきましては、農地法第４条または第５条の許可を受けることなく、地目を農

地以外に変更することが可能になります。 

以上、ご報告いたします。 

ただいま事務局より報告のあった本件について、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それではご了承願います。 

なお、議案書中ほどに事前協議申請の処理経過及び農地法第１８条第６項

の規定による通知について載せておきましたので、ご承知おきください。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第５回足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午前１０時２０分  閉会】 
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